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2009 年  04 月  01 日  

熊野の旅 JR さわやかウォーキング 3 いざ木本へ  

 一段と足が軽くなった人たちが向かうのが、大昔の海賊の本拠地。『鬼の元浦』『木

本』です。 
 大将軍で日本中の悪いやつを退治した『坂上田村麻呂』にやっつけられた『多娥丸』

（たがまる）の本拠地です。 
 平安から江戸時代までの木本は手前の方の親地町（おやぢまち）周辺が漁師町とし

て開けていただけで、こんなに大きな町並みではなかったはずですが、山越え山越え

で人里もほとんどないところを歩いた人にはこの木本の人里は暖かく見えたと思い

ます。 

 

 

 

 この橋『笛吹き橋』を渡ると、『親地町』です。 
 木本発祥の地で『親井戸』とも呼ばれます。 



 熊野灘の荒波が新宮にある熊野川の河口から出た石ころを磨き上げながら運んで

積み上げた『七里御浜』の上にある木本の海岸沿いは砂利の上にあります。 
 今ならボーリングででも井戸をほれますが、手掘り、石積みの井戸はほれません。 
 無理して掘っても海の荒れる日には塩水が逆流します。 
 だから、木本はこの橋の下を流れる『西郷川』（にしごうがわ）の水と伏流水を当

てにして、ここから始まったのです。 
 今では漁師の人は少なくなってしまいましたが、昭和４０年ごろまでは本当に「漁

師町」と言うところでした。 
 真っ黒に日焼けした、おじやん・おばやん・にーちゃんが一杯居たのですが、今で

はほんの一握りのじーちゃん・ばーちゃんが昔焼いた赤銅色の顔をしているだけです。 
 船の数も本当の漁船は３杯くらいしかないのではないでしょうか？ 
 私が子供のころには実に沢山の船が『脇の浜』に浮かび、浜にも沢山の船が揚げら

れていた物です。 
 いかにも、漁師町と言う風情が浜にもあったのですがねえ・・・ 
 いまでは、軒の低い家がぎっしりと立ち並んだ、古びた町並みが残るだけです。 
 でも、その町並みが『熊野古道』の続きのような雰囲気を保ってくれています。 
 でも、この狭い道を埋め尽くすほど居た子供たちはもう居ませんね。 
 昭和２０年代３０年代なら、日曜日などは歩きにくいほど居たはずなのですがね

え・・・ 

 
 下の写真は、昭和３５年（１９６０）頃の風景です。 
 これより多い数の船が親地町にはあったのですから、漁師が町にあふれていたわけ

です。 

 
              by je2luz | 2009-04-01 11:10 



2009 年  04 月  02 日  

熊野の旅 JR さわやかウォーキング 4 おもてなし  

 このように三々五々山を降りてきた人たちは、指定されたコースにしたがって、親

地町を通り、一部の人は『木本神社』へ寄り道し、『紀南ツアーデザインセンター』

に向かいます。 
 ここでは、地元の人たちが『ぜんざいの無料券』を持って出迎えました。 
 デザインセンターの中では、「おくどさん」でお湯を沸かして『番茶』の接待が行

われていました。 

  
少しのどが渇き加減の人には、熱い番茶がおいしかったようです。 
 中庭では臨時に広げたおみやげ物を見ている人も見かけられました。 
 でも、ハイカー気分のお客さんとみやげ物を買う心理とは少しばかり違いがあるよ

うです。 
 もう、あとは汽車に乗って帰るだけなのですから、少しくらい手土産を買ってもよ

かりそうなものですが、今の観光客は土産を買わなくなっていますからね。 
 これと言うのも、日本全国、観光地気分で金太郎飴のようにみやげ物・特産品の乱

発をやったからかもしれません。 
 開発した本人は、『…らしい』と、思うのですが、よその人から見ると、同じよう

なものばかりなのですよね。 
 この辺でも、『みかんの本場』と思っていますが、公平に見れば、みかんの産地っ

て、熊本に始まり山口だ伊予だ岡山だ有田だ三ケ日だ…そのほかでもごろごろしてい

るんですよね。 
 だから、『みかん○○○』なんてお菓子は太平洋岸を旅すると付いて回るんですよ

ね。 

 
 



 

 

 

 トレッキングシューズを履いた人たちですし、時間的な余裕もさほどないですから、

上には上がらずに庭から座敷に展示された古い人形仕立ての着物などを眺めていま

した。 
 女の人には少しばかり興味のある展示みたいでした、 
 かくして、元々は一般民家だった『紀南ツアーデザインセンター・旧奥川邸』は一



杯になり、ゆっくり休むことは出来なかったようです。 
 ふだんだと、ほとんど人が来ませんからゆっくりできるのですが、これだけ大勢の

人が動くと… 

 
 
 こうして、ささやかな接待を受けた人たちは、先に渡された『ぜんざい券』を片手

に本町筋の石畳道へ向かいます。 
 券には地図も印刷されていますし、地元の人たちの誘導もあるので、この日ばかり

は全員が本町に向かいましたね。 

  
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ           by je2luz | 2009-04-02 11:34  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2009 年  04 月  03 日  

熊野の旅 JR さわやかウォーキング ５ ぜんざい  

 この JR の熊野の旅に参加した人の心に、ひょっとすると一番残るかもしれないの

が、『ぜんざい』です。 
 本町三丁目にある、元自転車屋さんを解放した『平岩茶屋』と言う仮設店舗で毎月

第４土曜日か何かに、地元の商店主さんなどが主体の団体が行っている『無料ぜんざ

い』がこの団体さん向けに振舞われました。 
 紀南ツアーデザインセンター前で参加者に無料券が手渡され、誘導されました。 
 普段ですとそんなに熊野古道歩きの人が居るわけでもなし、本町に来た人にも振舞

われるのですが、「甘いものが苦手」なんて人も結構居るので、誘っても立ち寄らな

い人がいるのに、今回はほぼ全員が立ち寄っていました。 
 二つの峠を越えて来てかなり疲れがたまっているところへ、ぜんざいの誘惑ですか

ら老若男女を問わず立ち寄って食べていました。 
 人間、疲れれば甘いものが欲しくなるのもですからね。 
 道々には駄菓子屋さんもなく買い食いも出来ずに歩いてきていますしね。 



 

 

 

 この、少な目の少し薄めの『ぜんざい』はさぞかしおいしかったでしょうね。 
 ひっきりなしに立ち寄る人たちで茶店を運営している商店主さんたちも大忙しで

した。 

  
 ここでみていると、同じ時間に『波田須駅』を出発した団体さんでも、たどり着く

までの時間の差が２時間あまりありました。 
 途中で参拝すると言うようなお寺もなく、熊野古道をあるくコースでも随分差があ

るものです。 

 
 

 遅い組は女の人や子供連れが多かったですね。 



 その子供連れなんですが、こんな企画ですから赤ん坊連れは来ていません。 
 小学生中学年から高学年くらいなのですが、親と一緒に来ているのがほとんど『女

の子』なのです。 
 走り回りそうな『ガキ』が居ませんね。 
 親がこうしたコースに誘って付いてくるのは女の子だけなのでしょうかね？ 
 不思議なくらい「ガキ」が居ませんでした。 
 もっとも、どこへ行ってしまうか分からない「がき」をつれて歩くのは、親の方も

大変ですけどね。 

 
 これで、この『さわやかウォーキング』の全行程と協賛事業は終わり、あとは汽車

に乗って帰るだけです。 

 
 波田須駅からここまでには事実上お店もありません。お昼を食べてもらう食堂もあ

りません。弁当を買ってもらおうにもコンビニもありません。 
 元々そんなものの少ない田舎ですし、『熊野古道はすべて山の中』なんです。 
 途中に三箇所の公衆トイレは出来ています。 
 よく言われるのですが… 
 観光地に残るのはおしっことゴミ…なんですね。 
 ゴミの山を築くような企画ではないのでゴミ処理は割りと掛かりませんけどね。 

 
 これだけの大きな団体さんが『大吹峠』『松本峠』を歩いてくれました。 
 石畳の本町筋もコースが分かれるまでの半分は大勢のハイカーが歩いて賑やかで

した。 
 『紀南ツアーデザインセンター』の熊野の番茶も好評でした。 
 『平岩茶屋』のぜんざいも大好評でした。 
 町内のボランティアの人も一生懸命お世話をしていました。 
 ・・・・・・・・・・ 
 これが、熊野古道の観光産業なのです。 
 『熊野古道』としてはそれでいいのですが、どうして『産業』と呼びたがるのでし

ょうね？ 
 四国と同じような『お遍路道』に過ぎないはずなんですけどねえ… 

 
 『よう来てくれたのし…おおきにの…』 

  
Tags:熊野市 熊野古道 モノクロ        by je2luz | 2009-04-03 11:12 



2009 年  04 月  04 日  

熊野の旅 JR さわやかウォーキング 汽車は出てゆく・・・  

 まあ、盛大であったこの『JR さわやかウォーキング』もごご２時２５分ごろ出発

の臨時列車が出るとほぼ終了しました。 
 駅前には、JR が用意した記念スタンプ場とかちょこっと出店がありましたが、出

発前のあわただしさでゆっくりする人もあまり居ませんでした。 
 臨時列車は快速扱いのようでしたが、立ち席になっているようでした。 
 ハイカースタイルなのでどこへでも座り込めるので大丈夫でしょうけど、名古屋か

らの人だと３時間半ほどの行程ですから、地べたに座らざるを得ないでしょうね。 
 紀勢本線の列車で人が立っているのを見るのは花火の日、お盆と正月くらいですか

ら珍しい光景でした。 
 この企画に仕立てた列車で座席が足りないとは… 

 
 この『さわやかウォーキング』とやらの企画は以前からやられていたようで、どう

も今回のが最後の企画だったようです。 
 何しろ、JR 東海側だけでも延長 60Km を越すくらいの道のりで、色んな峠がある

ので一度には歩けないですから何度にも分けてやっていたのでしょうね。 

 

 バスの方では、名古屋発の『熊野古道めぐりシャトルバス』が世界遺産指定の時に

走り始めていました、 
 最初は結構きめ細かく、大吹峠波田須側入り口までも入っていって降ろしてくれる

コースだったようですが、思うように客も居ないのでさっぱりだったようです。 
 平成１９年度（１９年４月１日～平成２０年３発３１日）にも毎日運行と言うこと

で動いてはいたようです。 
 要予約・最低挙行人数１名からと言うものですし、路線バスではないので予約が無

ければ走らなかったのでしょうね。 



 

 ざっと検索したのですが今年の分がどうなっているのか分かりません。 
 おそらく不採算路線だとは思うのですが… 
 一人４３００円で好きなコースを歩いて帰りも乗せてくれるというハイヤーみた

いなものなのです。安いような高いような… 
 認知度はものすごく低いのではないかと思います。 
 私なんぞは、『まだ走っとったんかいな』と思ったくらいです。 
 旅行マニアしか知らないのかもしれません。 
 何しろ。三重交通系のこの企画の HP に言っても、４月以降の物が載っていなくて、

去年度のままです。 
 やるとも、やめたとも書かず放置していると言うことは、すでに、どうでも良いコ

ースなのでしょうね。 
 行政とのタイアップとかで走らせているってえのもありますからね。 
 それにしても、新年度が始まって１回目の週末になり、行楽シーズンに入っている

のに HP も更新していないとはねえ… 
 また、機会があって新しいスケジュールでも見つけたら載せます。 

 
 そうそう… 
 首都高を使わなければ、東京から紀勢自動車道大宮まで週末なら１０００円で来れ

るそうです。 
 そこから、熊野まで 70Km ほどですね。 
 片道 550Km ほどです。往復 1100Kｍ…ガソリンも下がったし… 
 でも、二人なら夜行バスの方がまだ安いです。 
 平日が掛かれば４人でもバスの方が安いのでしょうね。 



 

 カメラは   ニコマート EL＋シグマ 21～35 ズーム 
Tags:熊野市 モノクロ 熊野古道           by je2luz | 2009-04-04 11:31 

 

 

 

 

 

2009 年  04 月  05 日  

熊野の旅 本日は簡単に・・・  

 熊野古道関係の写真に人間が入っている写真は、今回のイベント以外には一度しか

ありませんでした。 
 なにしろ、松本峠まで写真を撮りに何度も行きましたが、熊野古道歩きの人に会っ

たの数人しかありませんからね。 

 



 この写真を見れば、『熊野古道』は山道ですが、『大吹峠』や『松本峠』などのよう

に、里に近い峠越えはそんなにきついものではなく、楽しく歩けるのが分かるかと思

います。 
 途中に茶店も無くお店も無いので、お昼ご飯だけはきちんと計画を立てて確保しな

いと、お腹をすかせることになります。 
 でも、行き倒れになるほど行程は長くないし。携帯電話もほとんどの区間で使えま

す。 
 悲しい気分になるだけでしょう。 
 その方が、神様や仏様が身近に感じるかもしれませんけどね・・・ 
Tags:熊野古道 世界遺産 モノクロ            by je2luz | 2009-04-05 12:38 

 

 

 

 

 

 

2009 年  04 月  06 日  

熊野の旅 熊野地鶏 通販でも  

 先日、ジャスコ熊野店で『熊野地鶏』の宣伝販売が行われていました。 
 この『熊野地鶏』とは『東紀州地鶏』と同じものだそうです。 
 『東紀州地鶏』は三重県が力をいれ「八木戸」「伊勢赤どり」「名古屋コーチン」を

掛け合わせて作った品種だそうです。 
 「八木戸」とは三重県の軍鶏（しゃも）だそうです。 
 このようにして作り出された『紀州地鶏』は柔らかくて、味が濃いものだそうです。 
 もっとも、特産品に仕立てるのに「味はもう一つ…」なんてキャッチフレーズのも

のがあるはずは無いですがね。 

 
 『東紀州』というのは三重県でも 1/5 くらいの面積を占めるほど広い所です。 



 これだけ広いと、同じ地域の意識も薄いですし、特産品として共同歩調も取れませ

ん。それで、熊野市は別のブランドを被せて売りに掛かった？ようです。 
 といっても、この『東紀州地鶏』自体が役所主導でしたし、『熊野地鶏』は 100％
役所主体のようです。 

 
 のぼりもハッピも揃っていますから、イベントには参加しているようです。 
 ひょっとすると皆さんの目に止まることがあるかもしれません。 

 
 この『ニワトリ』はうちの親戚の人も飼っていたことがあります。 
 花火の時に家の前の国道脇にみんなで出店を出していたこともあります。 
 だから、私もこれは食べたことがあります。その頃は『東紀州地鶏』を名乗ってい

ました。 
 品種も買い方も今の『熊野地鶏』と同じもののはずです。 
 『比内地鶏』を食べた時にも『名古屋コーチン』を食べた時も、タレントさんのよ

うにはほめ言葉が出なかった私なので、本当のところよく分かりません。 
 何しろ、鶏肉を見ると「から揚げ」にしちゃう人ですからね。 
 鶏の味がはっきり分かるとすれば『鍋』なんでしょうね。 
 もし、『熊野地鶏』もしくは『東紀州地鶏』が手に入ったら『鍋』で食べてみてく

ださい。 
 そもそも。『軍鶏』と言う鶏は味が濃くっておいしいものだそうですからね。 

 
 昔は『軍鶏』を飼ってい居る人が結構居ましたね。 
 何しろ『軍鶏』と書くくらいですから、こいつのオスは喧嘩大好きですからね。 
 大きくて、ぐんと胸をそらせた格好良い雄鶏です。 
 普通は雄鶏と言うものは一軒で一羽居れば良いだけなのですが、この『おんどり』

ばかり沢山育てる人が居たのです。 
 昔は日本中で『軍鶏の喧嘩』がやられていました。 
 もちろん、賭け事としてです。 
 戦後しばらくは闇で行われていたようですが、警察の取り締まりもあったし、賭け

事が多様化したのか飼うのが大変だから廃れたのかこの辺では割合と早く姿を消し

ましたね。 
 今でもお祭りの行事と称して『軍鶏の喧嘩』をやる地方もあるそうですね。 

 
 ここにも進出しているホームセンター『コメリ』が通販で取り扱っているようです。 
 地元で探すより、これの方が確実に入手できそうですよ。 
 ただし、私が「コメリ」を推薦するわけではありません。まあ、大手のホームセン

ターですから、ちゃんとしたものが届くと思います。 
 コメリ通販・

http://www.sancyoku.jp/main?actionNameTxt=ctgry&ctc=0905 
 
 カメラは     ニコマート EL＋シグマ 21～35 ズーム 
Tags:熊野市 熊野の味 モノクロ          by je2luz | 2009-04-06 11:12 



2009 年  04 月  07 日  

熊野の旅 熊野市報 ４月号より  

 又、一ヶ月たったらしく『広報くまの』が配られました。 
 例によって人の動きから・・・ 

 
   人口    20.621  （-22）    平成２１年３月１日現在 
    男     9.612  （-20） 
    女    11.009  （-2） 
   世帯数  10.067  （-19） 

 
 今年中に１万戸を切る勢いです。 
 お誕生の方では、相変わらず１０人ほどの名前が出ています。 
 お悔やみの方では２２名の方のお名前が載っています。 
 私より若いのは一人だけ、その方も統計上の老人です。 
 若い人の名前が無いのは良い事ですが、1/3 が年寄りになっているし、絶対的に分

母が小さくなっているのですから、少なくて当たり前なのかもしれません。 

 
 他には…と言っても、今月号からはあまり無いですね。 
 『熊野市生涯学習講座』というのがあります。 
 その中には…『イタリア語教室』 『ポルトガル語教室』 と言うのがあります。

これは、イタリアのソレント、ブラジルのバストスの両都市と姉妹都市協定を結んで

いるからです。 
 講座は年に１０回だそうです。 

 
 『初心者パソコン教室』 なんてのもあります。 
 年２回だそうです。定員３０名です。 

 
 どんな風なのかは一度も除いたことが無いので分かりません。 
 詳しくは「熊野市教育委員会社会教育課・0597-89-5161」に問い合わせてみてく

ださい。 

 
 そうそう… 
 熊野市内のスーパーでは４月１日からレジ袋が有料化になりました。 
 もって居ないと、一枚５円掛かります。 
 三重県内ではレジ袋有料化したところが増えてきていますから、熊野古道歩きに来

られる時にも、マイ・バッグを持参された方がよろしいかと思います。 
 『みどりのカーテン運動』と言うのがあるそうです。 
 夏の冷房使用などを減らそうと言うことなんでしょうね。 
 家の外壁に『ゴーヤ』と這わせようと言うものです。 
 一軒当たり ４～８本の苗をくれるそうです。先着４０戸です。 
 ４月１３日～１７日に電話で環境対策課（0597-89-2804）に申し込むのだそうで

す。 



 まさか、畑に植える苗を貰いに行くわけには行きませんよね（笑） 
 この辺では『ゴーヤ』を食べる人代わりと少ないので取り合いにはならないかも・・・ 
 『ヘチマ』とか『ひょうたん』はやらないのでしょうかね？ 

 

Tags:熊野市 モノクロ              by je2luz | 2009-04-07 11:13  

 

 

 

 

2009 年  04 月  08 日  

熊野の旅 ７月で５周年 世界文化遺産熊野古道  

 早いもので、『紀伊山地の霊場と参詣道』が『世界遺産』に登録されて、この７月

で５年になります。 
 山の中に埋もれていた『熊野古道』が通れるように山刈りなどされ始めて８年ほど

でしょうかね。 
 歩く人が来始めたのは、登録申請の実績作りの頃からですね。 
 時の三重県知事の北川さんが推進していたこともあり、随分色んな名目でバスを仕

立てて団体を送り込んできたものです。 
 それまでは『熊野古道』と言えば、『中辺路』『大辺路』とか呼ばれる和歌山県側の

道でした。 
 何しろ、『熊野三山』は三つとも熊野川の向こう側、和歌山県側にありますからね。 
 おまけに、京都に都のあった時代だと、京・難波からの道順は和歌山経由になりま

したしね。 
 有名人で熊野詣に出かけてきた、天皇・上皇・皇子などは全部都人なので、記録や

歌などもそちらばかりです。 
 それだけに、『世界遺産登録』を言い出した三重県としては実績を作って、『熊野古

道・伊勢道』を指定の範囲に入れてもらうことに熱心だったのです。 

 
 ５周年を迎えるに当たってなのかどうか分かりませんが、県の職員たちが実際に歩



いて作ったと言う、『熊野古道伊勢道図絵』と言う地図が出来たそうです。 
 実物は見ていませんが、カラー刷りの結構立派なもののようです。 
 全長 170Km ほどの行程だそうで、普通の観光ガイドには無いことも載せられてい

るようです。 

 
 発行部数、２万４千冊 無料配布 だそうです。 
 県立熊野熊野古道センター（尾鷲）や三重県東紀州対策室、ドコモショップの窓口

（三重・愛知・岐阜・静岡）でもらえるそうです。 
 問合せ先の電話も新聞に載せてあるので、送ってもらえるかもしれません。 
    059-224-2192 三重県・東紀州対策室 
 この作成にはスポンサーとして、NTT ドコモが付いたそうで、このマップには

FOMA の通話可能エリアも乗っているそうです。私のように古いムーバは対象外のよ

うです。 
 参考までに入手されてはいかがでしょうか？ 

 
 カメラは ニコマート EL＋シグマ 21～35 ズーム 
Tags:熊野古道 世界遺産 モノクロ      by je2luz | 2009-04-08 10:33  

 

 

 

 

2009 年  04 月  09 日  

熊野の旅 大又川 くらもと 1  

 ずっと以前にも書いたことがありますが、熊野市の山間部を流れる『大又川』には

『河童伝説』があります。 
 地元の「小阪小学校」の指定水泳場にもなっている、少し大きな淵のところ、『蔵

本』と言われる場所に、住んでいたのだそうです。 
 今ではちっとも寂しげでも不気味でもない明るい場所になっていますが、その昔は



寂しい場所だったのでしょうね。 
 今みたいに、すぐ上を国道が走り、すぐ下流に大きな橋が掛かったのでは、河童な

ど隠れて住むには明るくて賑やかすぎます。 

 
 私が子供のころに、淵のすぐ下流に掛かっていたのは、材木を二本合わせただけの

『丸木橋』でした。 
 川の中に作った小さなコンクリート製の台の上に二本合わせの木の橋が載ってい

るだけです。 
 長い杉の木の橋が縦方向には三本つながっていたのかと思います。 
 継ぎ目は「八橋」の絵のようになっていたので、ちょいと乗り換えるという感じで

したね。 
 １尺５寸ほどあるかないかの橋ですから、誰かが渡っていたら渡り終わるまで待っ

ていたものです。 
 何人も一緒に渡ると、橋が大きく揺れます。 
 下手に共鳴始めると歩けなくなるほどでしたね。 
 子供はそれがうれしくて、「上で跳ね回って叱られました。 
 悪ふざけが過ぎると、本人も川に転がり落ちてずぶぬれになるのですが、橋の丸太

も落っこちてしまいますからね。 
 こいつを元の台に載せるのは、山働きの力持ちが何人も掛からないと出来ません。 
 川が増水すると、通常の水面から 1.5m ほどしか離れていない、丸木橋は流されて

しまいます。 
 流されても、川下まで流れてしまわないように、ワイヤーで岸にくくりつけてあり

ました。 
 しかし、たまに、そのワイヤーも切られて本当に流失してしまうことがありました。 
 そうなると、その力持ちの人たちが、川下へ探しに行きます。蛇行している大又川

では、大体決まったな所に引っかかることになっていましたが、時には随分下流まで

探しに行ったり、最後のは諦めたりしたようです。 
 見つけても、道も無いごろ石の川を、その丸木橋を担いでくるのですから、重労働

ですね。 
 早くかけなおさないとうんと遠回りしないといけなくなりますしね。 
 水の量が減り始めて台がようやく顔を見せ始めるタイミングで載せると、丸木橋は

水に浮いていますからあまり持ち上げなくても載せられるのです。でも、そのときは

流れが速いのでコントロールが難しいし・・・ 
 今だったら、一度流されたらしばらくは復旧しないでしょうね。 
 この橋を『蔵本の橋』と呼んでいました。 
 その丸木橋が、昭和３０年代の終わりごろに、車も渡れるつり橋に変わりました。 
 それが老朽化して、昭和４０年代の終わりごろコンクリート橋に変わったのですが、

最後の頃は、車で走ると板が割れて落ちてしまうので、速く走っていいのやら、徐行

していいのやら… 
  市が橋を架けるようになると、『くらもとの橋』では具合が悪いので、片側の地

名を使って、『浅見川橋』と命名されました。 
 車の対向できる立派な橋になっています。 



 
Tags:大又川 熊野市 モノクロ    くらもと        by je2luz | 2009-04-09 11:38  

 

 

 

2009 年  04 月  10 日  

熊野の旅 大又川 くらもと 2  

 この『くらもと』の名前の由来は、この淵のすぐ上に『くらもと』と言う苗字のい

えがあったそうです。 
 私が子供だったころには、もう、よそへ出て行ってしまってましたね。 

 
 今と違い、もう少し寂しかった淵なので、河童伝説が生まれたのでしょうね。 
 ここのかっばは、『がろぼし』と呼ばれていました。 
 『ぼし』はおそらく『法師』でしょうね。 
 頭の『がろ』に当たるようなものには下の二つの妖怪が居ます。 
 「餓老」…こいつは山の中で行き倒れになった人が化けた妖怪らしいのでちょいと

違いそうです。 
 「河朗」…こては川にまつわる妖怪で、「水虎」とも言われて、人を襲う悪いやつ

のようです、「ゲゲゲの鬼太郎」にも出てくるやつです。 
 『くらもとのがろぼし』も通りかかった牛を河に引きずり込んだり、遊んでいる子

供を襲ったりしたそうですから、こいつの可能性が大きいですね。 
 よそでは、子供と相撲をとったりする河童も居るようですが、ここのはかわいくな

かったようです。 
 怖い妖怪話が流行ったのは江戸時代ですから、その頃に名前も少しなまりながらも

付けられたのでしょうね。 
 と、言うより…長年の間に段々と訛って行ったと考える方が自然でしょうね。 
 こうした、怪談話や幽霊がなんてのも『伊勢街道』今の『熊野古道』を通る旅人に

よってもたらされたのでしょうね。 
 乞食同然の「講釈師」なんてのも全国を歩いたとか言いますしね。 



 この『がろぼし』のおかしいところは、「河童と言えばキュウリが好物」と、相場

は決まっているのに、偉い坊さんに説教された時に、『平部落でキュウリを作らなん

だら悪さをやめる』と言ったのだそうです。 
 『きゅうりを一杯供えてくれたら…』ではないのが面白いです。 
 で…昭和５０年ごろまでは『平・だいら』』では、キュウリは栽培しませんでした。 
 作りたい人は、隣の集落に農地を借りて作っていました。 
 キュウリを持ってくらもとの丸木橋を渡っても『がろぼし』は襲ってきませんでし

たからね。 

 
 今では、その河童を供養して封じてしまったので、キュウリは作れます。 
 昭和５０年ごろに法要をやって封じたのですから、昭和にも偉い坊さんがいたとい

うことです。 
 きっかけは『農協』が『種用きゅうり』の栽培をやりたかったからです。 
 時の組合長が『平』の人で、自分の農地を提供しようにも『キュウリの栽培できな

い土地』では、どうしようもないですからね。 
 よく考えると、そこの家は「天理教」なのに、封じたのは「日蓮宗のお上人さん」

でしたね。 
 祈祷したりするのは、密教系の方が得意ですけどね。 
 封じる前から、この「くらもと」は小阪小学校の水泳場としてずっと親しまれてき

ましたし、浅見川橋が出来てからは木本方面からも子供連れの川遊びの人が訪れるよ

うに j なりました。 
 市営の公衆トイレも川岸に出来て、水道も自由に使えるので、いまではバーベキュ

ーをしに来る人も多いです。 
 もちろん、キュウリのサラダを食べても『がろぼし』は出てきませんからご安心を

… 

 

カメラは    オリンパス・ワイド 
Tags:熊野市 大又川 モノクロ            by je2luz | 2009-04-10 10:54 


